












最先端のICT（情報通信技術）の専門知識やスキルを身につけ、 新しいニーズと価値を生み出すエンジニア（ICTスペシャリスト）を育成
します。 学生は入学時より2専攻にわかれ、情報分野の国際標準カリキュラムをベースにした学びでICTの基幹となる知識を身につけた後、
PBLやアクティブラーニングなどを通じて、最先端のICT関連分野で活躍できる能力を養います。 
企業との共同研究・学術交流などを積極的に推進し、 学生の教育に反映しています。

応用生物学部では、バイオテクノロジーに関する基礎と専門的な知識・技術の修得はもちろん、さらに一歩進んで「産業で役立つ成果
を生み出せる人材」の育成をめざしています。生命科学とバイオテクノロジーに関する基礎を幅広く学んだうえで、3年次からコース
に所属し、問題解決や新しい価値の創造ができる能力を養います。各コースとも、 実社会への貢献をめざす先進的な研究活動に力を注い
でいます。

「情報基盤」「人間情報」「人工知能」を中心に先端
ICTの知識や技術について学修し、時代の先端を
走り続けるITスペシャリスト、アプリケーション
スペシャリスト、ソフトウエア開発者などを育成
します。

メディア基礎技術を生かして、広告、教育、ソーシャルサービス、ビジネスなどを支える手法や仕組み
を学び、サービスデザインやアドテクノロジーなどに関する革新的な提案をめざします。

メディア基礎技術を生かして、アプリケーション、音響、音声、ヒューマンインターフェース、イメージメ
ディア、コミュニケーションなどに関する幅広い知識と技術の修得をめざします。

ゲーム、アニメーション、CG、映像、Webなどのコンテンツを制作するために欠かせない多彩な知識
や技術を修得し、魅力的なコンテンツや表現方法を生み出す能力を身につけます。

生命の極めて精緻な遺伝や代謝の仕組みを理解し、医薬や健康管理に生かすための先進技術を学修。
新しい医療システムや医薬品の開発をめざします。

生物の持つ優れた機能を応用することで、環境浄化などの地球環境問題に取り組み、人と自然が持続
的に共存できる循環型社会の構築手法を学修します。

バイオテクノロジーを活用して、食品のおいしさや生理機能、安全性の解析などに取り組み、画期的な
機能性食品の開発をめざします。

美白・抗老化・育毛などの有効成分に関する分野と、化粧品の開発分野を体系的に学び、開発現場で
必須の実践的な知識や技術を修得します。

「ビジネス変革」「ビジネスサイエンス」「デジタル
トラスト」「プロジェクトマネジメント」の4領域を
探究し、デジタル社会における価値創造の手法を
修得。社会を変革するDXエンジニアやデータサイ
エンティスト、ITコンサルタント、プロジェクト
マネージャなどを育成します。
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